
 

MIMO 技術の基本と応用 
Fundamentals of MIMO Techniques and Their Applications 

小川 恭孝 

Yasutaka OGAWA 

北海道大学 

Hokkaido University 

 

概要 

送信側と受信側に複数のアンテナを設置し，信号を空間的に多重化することによって通信速度を向上さ

せる MIMO 技術は，LTE-Advanced や無線 LAN において既に実用化されている．第５世代移動通信 (5G) 
においては基地局に多数のアンテナ素子を設置し，更に，ミリ波帯を利用することにより，10 Gbps を

超える極めて高速な通信が期待されている． 

本稿では，MIMO システムによる空間多重の基本とその応用を解説している．この技術は，送信側でチ

ャネル情報が未知の場合と既知の場合で用いる手法が異なっている．前者の場合は，各送信アンテナか

ら独立な信号を等電力・等伝送レートで送信することになる．これを空間分割多重と呼んでいる．受信

側ではこれらの信号が互いに干渉するので，それを分離する必要がある．空間フィルタリングと，それ

を発展させた順序付け逐次復号，更に，最尤推定について本稿では説明を行っている．次に，送信側で

チャネル情報を有しているときに用いられる固有ビーム空間分割多重と重み付き空間分割多重を解説

している．最後に，誤り率特性を用いて，これら多重方式の評価を行っている． 

MIMO 技術は，通信方式，信号処理，アンテナ伝搬，情報理論と関連する分野が多岐に及ぶ．本稿が 5G 
における MIMO システムを理解する一助になれば幸いである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 MIMO システムモデル          図 実験用 5G MIMO 基地局とアンテナ 

Abstract 
MIMO techniques employing multiple antennas at both the transmitter and receiver can increase transmission speed 
by spatially multiplexing signals, and are essential for the fifth generation mobile communication system. This paper 
presents fundamentals of MIMO techniques. First, we introduce multiplexing techniques used for a case where a 
transmitter does not have channel state information (CSI). Then, we explain techniques for a system where a 
transmitter has CSI. Furthermore, we evaluate the performance of MIMO spatial multiplexing using bit error rates. 

#1

#j

#N

#1

#i

#L

hij

MWE 2019  WE6B-1




